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静岡地学第 38号 (1978)1 10 

@愛鷹山麓の火山灰層と先史時代遺跡、の関係

増 淳*

1. f諒じめに

山の山麓部には、数多くの先史時代遺跡が分布している O これらの遺跡は、主に富士火

山が供給した火山性経下物麗〈以下、火山灰層と呼ぶ〉の中から発見されている O

しかし、遺跡、を包含する火山灰躍は‘遺跡の地理的な位置や時代によって異っている O そこで、この

地域の先史時代遺跡と火山灰層の関係を調べ、まとめてみた。

なお、参考のために、日本の先史時代の編年と逆算年数を、表 lに示す(理科年表、 1978 )。

日本のi霊験および襲警昭紀京期の地震警の年代

(特に記したものの他 14C法による)

時 代 -石器型式 跡 材 料 逆 年数

オホーツク式 文 北海道常呂郡栄浦竪穴 木 炭 1070士 80

擦文 器 オホ ツク 北海道常呂郡トピニタイ竪穴 木 炭 1310土 120

弥 後期 呂 静岡市登呂 木 片 1720士 90

2590土 100

弥生 前期 遠 賀 ) 11 名 貝塚 木 炭 2520士 140

続 縄 文 後 ゴヒ 北海道余市郡フゴッベ洞穴下層 炭化クルミ 1950士 120

縄文 娩期 大 澗 B 青森県八幡崎泥炭遺跡 ク ノレ 、、、 2820土 130

安 行 2 埼玉県)11口市石神貝塚 木 炭 3000士120
縄文後期

堀 ノ 内 1 千葉県市川市堀ノ内貝塚 木 炭 3780士150

縄文
中期縄文 北海道常呂郡常呂異域 員 穀 4150士400

中期
加曾利 E 1 千葉県 加曾利貝塚 木 炭 4790士 80

縄文前期 諸 磯 A 千葉県加茂泥炭遺跡 木 片 5100士400

捺 裂 文 根室市トウサムボロ 30号竪穴 木 炭 3900士 120

縄文
夏島 神奈川県 岳貝塚 木 炭 9240士500

期
隆起線文 愛媛県 上黒岩 9 木 炭 12165士600

隆起線文 長崎県福井洞穴 3 木 炭 12700土500

結 石 刃 長崎県福井洞穴 7層 木 炭 13600土600

!日 石 器 ナイフ型石器 北海道湧別郡白滝Loc.31 木 片 15800士400

ナイフ型石器 長野県 杉久保遺跡 木 片 17700土 500

2. 議査地域

調査地域は、御殿場市南域から、沼津、富士、富士宮の各市にかけての、富士、愛鷹山麓であり、以

下に説明する柱状留の位置とを合せて図 lに示してある O

*県立吉原高校
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各時代の遺跡と、それを

する地層の関係を確認するため、

本地域で行われる

には機会あるごとに参加し、ま

た独自の火山灰調査を行ったO

発掘現場では、遺跡の出土状

況や、出土層の肉根的観察、及

び火山灰のサンプリングを行っ

?ぜ 議
官蓄士:山

などの粒子の特徴、

の重鉱物組成によった O

中

鉱物綴成を示した地点3

働 12
言語官

勢11

たO

の識君uは、色調、硬さ、

内に含まれるスコリア、パミス

101(，認
s 

4. 図1

、火山灰層の堆積状態が似ている 5地区に分けたO 記載11蹟序は各地区における

遺跡、における火山灰層序と遺跡の関係、各火山灰層の説明、の 11顕であり、また各地区ごとに模式柱状関

と代表的な地点における、柱状図、及び重鉱物組成閣を 1点づっ示した O

なお、模式柱状図には、その地域に一般的でない火山
BP年代 名称 造物の時代'

し'0
8050士 一一一一今
1804) 

は省略してある O

また、各火山灰層の名称は、愛鷹ローム図研グループ

(1969)、及び町田洋 (1977他〉らが命名したものを
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a 調殿場、縄野地区

この区域は、富士火山の

他地域に比して火山j火躍の

、御殿場市の

るため、
5830土1303)

野市の市

跡〉、及び域ケ

(縄文時代晩期)、

の縄文時代早期の

である O 14300土 休場膳
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グコ 4 

国2に模式控状図を、関8に富沢遺跡での火山灰層の

と、 を示す。

本地区は、南域と北域でE 火山灰層の枚数が非常に

っている O 図2は 少ない裾野市周辺の を 関2 野地誌様式誰状国
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にして作製した O

本地区における火山灰層と

跡の関係は次の様になる〈本地

は遺跡、の出土壌についての研

究が進んでいる O 永

1977 ) 

砂沢スコリア層よりもト部に

は、縄文晩期以降の遺跡が、仙

スコリア から

上部にかけては、

跡が、栗色土籍中には、

o 

期から早期の遺跡が、また斡ム 同

には、縄文早期の

が、それぞ されている O

についてo ( )内は略

B.P.年代は、文末(表・ 2) 

にまとめて表記する O

砂沢スコリア(Zu ) 

火山の頂上噴火による O 富士山

及び愛鷹山の東麓に広く分布す

るO 発泡の惑い、円麗したスコ

リア O 同層直下の腐植!曹は 14C

で、 2880土 140年B.P.l)を

示す。

阪の'/'//////i句切必切手必伺・・・・・・持鞠

141 め勿弘のω切切のガ手労ラララ%のCン~..特番欝

む'/'hのの弘初必必少必ララジジうラク完・・・麟

Au Ho Op 

を休場嬢

フツウ輝石)(角セン石)(不透明鉱物)

密 3 掠野市富沢遺跡霊鉱物組成菌

カワゴ平パミスくまgP):天城火山群のカワゴ平火口から噴出、県東部地域を中心として、その周辺

部にも分布するO 白色絹糸状の光沢を持つ、発泡の良いパミスO 造岩鉱物に特徴があり(鉱物に火山ガ

ラスが付著している〉他と識別しやすい。今回の調査地域内でははっきりした麗位を示さず、黒掲色土

層中に分散している O 噴出年代は 14Cで、 2830士120年B.P.2)能とされている O

{出石スコリア:護士火山の頂上噴火によると思われる O 比較的角ばった、大粒の発泡の悪いスコリア O

噴出年代は、層位より 2900'""3000年B.P.頃と患われる O 分布範盟は、砂沢スコザアと、ほぽ間範盟

と思われる O

葉色土壌: 愛鷹山麓に広く分布する O 結粒火山灰からなる暗褐色土層、上下層に比して脱色し

ており、顕微鏡的特徴はあまり無い。縄文中期遺跡を中心とした遺物包含麗。

士黒土麗(FB )栗色土震と休場層の間にはさまる黒鶏色土層、藤植に富み富士火山の長期の休

止期を示し、栗色土層同様、本地域に広く分布している O 本層は縄文早期の包含層とされている O 顕微

鏡的特徴はあまりないが、ていねいに見ると、同層上部からは、九州の鬼界島カノレデラ起源の赤ホヤ〈褐
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色の火山ガラスが特徴的〉が検出される O 堆積年代は 14Cでは、間層上部で 5830士130年B.P.8J下

部で、 8050士180年日，p4)を示すO

休場麗(Y )愛驚山麓を中心に広く分布する O 害士山麓では、古富士泥流上には見られるが、新富

士溶岩上では、見られない場合が多い。褐色を (脱色した)粘性をもったローム 同膚の識別は

顕徴鏡観察によって確認できる O つまり、一般に間層上部ではフツウ輝誌が多く、下部ではシソ輝石が

他の鉱物を圧倒する傾向があれまた角セン石もガラスも特徴的である O 沼津市の休場遺跡において、

間層からマイクロリス(細石刃・先土器文化宋〉を出土したO その年代は、 14C法では、 14300士700

B.P.5)、を示すが、フィッショントラック法では 11000年B.P.6)、前後を示している O

b 畏泉、沼籍地区

愛鷹山甫麓に位置する沼津市、駿東郡長泉町域は、 山の火山灰供給主軸から、はずれるため、

特徴ある火山灰麗は少なく、肉眼観察では、色調の変化によって土層を区分する事が多い。

した遺跡は、長泉町の西願寺、平畔、陣場上、中峰、の各遺跡。沼津市の八兵衛、柳沢、天野、

大曲、木戸上B地点、目黒身、西沢田、休場、の各遺跡である O

図4に模式柱状閣を、国 5に沼津市鳥谷の元野遺跡における、各層の重鉱物組成を示す。

当地区においては、弥生時代遺跡は新期スコリアAの下襲、砂沢スコリアの上層から、縄文中~

の遺跡は、栗色土層から、富士黒土層からは縄文早期遺跡が、また休場層からは、マイクロリスがそれ

ぞれ出土する。

本地区で新たに現れ について O

新期スコりアA:富士火山起原だが噴出口は不明。弥生時代遺跡、を被う O 発泡の良い、 5腕前後のス

コリアO 肉眼的特徴からすると、富士市地域に分布する新期スコザアと酷似するが、連続性が未だ来調

のため、窟士市域のそれと区別するためにAとした。

また砂沢スコリアについては前記したが、本地区に

おいては、風化が進んでいるためか、若干外見が異る O

なおカワゴ平ノミミスは、砂沢スコリアと混在して同

となる場合が多い。

BP年代 名称

における、各

砂沢
スコリ 7

平
ス

ポ
一
円

c 士市議部地区

富士市東部の愛鷹山南西麓部には、多数の古墳が存

在している O そのうち、神谷(大壕〉、境地区に分布
察官主ゴ二関

Na 

する古墳群について調杏を仔った。

関 6に模式柱状図を、図 7に

の重鉱物組成を示す。

本地区においては、新期スコリア Bの上部に、各時

5830土180
3
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一一一一一叩今
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「十一'hv AV
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や一一マイクロザス
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新鶏スコリア諮本スコ.リア

、愛驚山西麓か 山商

にかけて、南北に比較的幅

の狭い、帯状の分布を示す。発

泡の良い、 で大粒のスコリ

アO その供給源は、富士火山、

噴出時期は、14c法で、 1750土

70年8.17Jに近いと思われる

が、確認はされていない。

d 富士市西部地区

の関西麓地域を

西部地区とした O 調査遺跡は、

天間沢、天間代山、神戸、の各

遺跡、と、 バイパス

に伴う遺跡群などである O

国 8に本地区の模式柱状関を、

国 9に東名 ンタ

付近の露頭の重鉱物組成を示

すO

本地区の基盤は新富士溶岩で

あれその上部に乗る火山灰層

~ 

について見ると、栗色土震以上の各層は一般

的に存在するが、休場層、及び室士黒土;警は、

明確に識別できない場合がある(各、溶岩流の

新旧の考慮が必要である) 0 

古墳時代以蜂の遺跡は、新期スコリアB(間

層が存在しない場合には、大沢スコリア層)

の上に乗り、縄文時代中期~早期の遺跡は、

カワゴ平パミス層の下層から溶岩上にかけて

存在している O

大沢ス 3 リア(0 S )御殿場、裾野地底

に、一般的に分布する砂沢スコリアと同一起

源のスコワアで、その一部が風向きの関係で、

富士山西麓ー替に降下したものと思われるO 供

給源、は富士火山中央火口 O 粒子の特徴も砂沢

新綴スコザアA

砂沢スコリア

カワゴiJlパミス

栗色土産雪

u;主義綴

草寺 1スコリア

ニセ口一ム

国 5 沼津市元野遺跡譲鉱物組成菌

BP年代 名称

栗色土語

5830土130
3
)

一一一→
8050士 富士黒土麗

4)一一一ウ
180 

スコリア麗

14300士7005)
一一→休場題

遺物の時代

今一一古墳後期
(大壊)Fu
地

(Fu=富士市)

罷8 蓄士市東部地盤摸式柱状詔
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スコリアと酷似している O 間層は、大沢

扇状地においては、大沢火砕流 2ct4C法

で3040士50年B.P .8〉，〉 と、大沢火

砕流 3( 14C法で抑O士70年BP iの
間に存在している O

なお、 イパス にお

いて観察した、古墳時代以降の遺跡は、

大淵扇状地堆積物層の上に乗り、また、

扇状地堆積物!替はカワ パミスを含む

e 部地区

本地区については、 グコ、

遺跡を中心に調査し

たO の

イパス工事における

宮側の各遺跡である O

図 10に模式柱状図を、図 11に、

元村山における各層の重鉱物組成を

した O

本地区の古寝士泥流上には、

上の るが、姶良カ/レデ、ラ超

原の火山ガラスは存在しない。つまり、

その流出時期は14C法で 22，000年B.P .10，> 

頃より新しいと思われる O

なお、カワ パミス層と

のスコリア躍が観察される

の間には、ー

が多し'0 これは、

で見られる スコリア j替と間

グコ われる O しかし、問ーのスコリアかどう

かは、末だ確認されていない。

また、 には 2麗のスコリア る

が多いが、その上位のスコリア層が、いわゆる村

山スコリアに するものと考えられる O

と休場謄の境界に当る O

弥生時代後期以降の遺跡は、大沢スコリアの上部

に存存し E 縄文中期墳の遺跡、は、栗色土層内に E ま

6-

コリア

ザア

カンラン行 シソ襲撃石 ブツウ襲撃お偽セ γお 不透明鉱物

図 7 市境翠鉱物組成臨

BP年代 名称 .......-.ーャ鐙物の時代

や一一

大沢

スコリア

カワゴヂ
ハミス

紫色オ:隠 +一一一

( Fuごこ笈士市)

Lava 

国g 題



O. 

O 

o CJ 
Lava 

カンラン石シソ鏡石フヅウ襲撃石角セン行不透明鉱物

題 g 名インター付近翠鉱物組成国

た縄文早期末の遺跡は、 内に

されているのが一般的である O

f 士宮前北部地区

本地区においては、富士宮市上条の

跡において調査を行った O

函 12は模式柱状図を、図 13は由貿湖東側

における、各震の重鉱物組成を示す。

本地区の古富士泥流上の火山灰層は、

宮市南部地区間様￥休場窟以上の各震が存在

しE 姶良カルデラ起源の火山ガラス層は存在

しない。

なお明確な富士黒土層は、識別が閤難な場

合が多い(土膚が全般的に黒褐色を呈す場合

が多い。これは、富士火山からの火山灰の供

給が、各時期を通じて少ないためと忠われる〉。

-7-
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2830十

8050 i 

1ωotぜこ→
(FuM=議富士宮)

国10 部地区模式柱状臨

リア

宮司

カンラ/1'ヨシソ室率石 フツウ襲警石 禽セン石 不透明鉱物

関11 富士宮市元村山霊鉱物組成醤



しかし、千活スコリア、及び大沢スコリアは、

一般的に見られ、よい鍵層となる O

千居遺跡においては、縄文時代中期末の遺跡が、

スコリアの下位を中心として検出されている O

T居スコりア:西嘗士北半に広く分布するスコ

リア籍、赤色強く、発泡の良い大粒なスコリア O

山起源。千居遺跡においては、同層上部の

焼土が、 14C法で 3270土 175年B.P.11〉下位の

栗色士層中の焼土が、同じく 4390士200年B.p!?

と4410士230年B.P .13)，を示している O

:BP年代 名称 遺物の時代
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5. まとめ

各地区の結果を総合て、作製したものが国 14で

ある O

以下は本地域の火山灰麓と先

史時代遺跡の関係について各時

代別にまとめたものである。

a 先土器時代本地域では、

愛鷹山南麓を中心に、休場層中

からマイクロリスが出十してい

るO 中からは、末だ

その発見例を関かないことから、

先土器遺跡が存在するのは、本

地域では愛鷹山麓あるいは

泥流上と患、われる O も

溶岩地域で発見されるとすれば、

の下から出土するはずで

ある O

なお、長泉町の西願寺遺跡で

は、 の下位のニセローム

(姶良カノレデラ起原の火山ガ

ラスを含包する層〉や、更に下

伎の第蹟スコリア膚中にも石器

らしき石片が検出されているが、

菌 12 富士宮帯北部地臨模式柱状国

盟13 成国士宮下書簡欝湖付
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留には示してない。

b 鐘文時代:縄文時代早期、

前期の遺跡は、一較に

から、縄文時代中期の遺跡は、

その上位の栗色土愚から出土す

る場合が多いが、火山灰の堆積

が少ない地域では、早期から

期にかけての遺跡が、全て

から出土する場合もある O

縄文後期遺跡は、一般にカワ

ゴ平パミス層(あるいは仙石ス

コリア層)の下泣から、また

士宮北部地区では、千需スコリ

アの上位から発見されているが、

火山灰の堆積が少ない地域では、

から出土する O

O e d 立 b 

5 

8 

9 

l表土 2新嬬スコリアA.B 3砂沢スコリア 4大沢スコリア 6カワゴ平パミス

剣山石スコ1}ア 7千居スコリア 8粟位土欝 s富士黒土層 10休場関

A"イクロリス 8縄文平期 C縄文前期 D縄文中期 E縄文後期

F縄文晩期 G弥生後期 日古墳以降

密 14 総 括 題

縄文娩期遺跡は、カワゴ平パミス、砂沢スコリア、大沢スコリア、各層の上位から出土すると思われ

るが、娩期初頭の遺跡は、各層の下位から出土する可能性が強い。なお、これらの降下物!警が薄い場合

には、向麗/1関になるものと思われる O

C 弥生時代:弥生時代の遺跡は、カワゴ平パミス、砂沢スコリア、大沢スコリアの

出土し、新期スコリアの堆積する地域では、その下位から出土する O

の上位から

4 寄墳時代、及びそれ以棒の遺跡:御殿場市を除いた各地域では、全て砂沢スコリア、大沢スコリ

ア、新期スコワアの各層の上位、つまり、表土中から出土する O

なお御殿場市の場合は、さらに新しい時期のスコリア膚が存在するため、この時代の区分は、より細

かく分ける事ができる O

6. おわりに

本地域は比較的新しい時代まで、富士火山を中心とした屑辺火山から、火山灰の供給を受けたため、

鍵になる火山灰層によって、考吉学的遺物の時代区分が容易であれ逆に、考書学的遺物の出土層を知

る事によれ火山灰層の確認もできる O

最近になって、考古学的分野ふ火山学分野との連携が行われるようになったが、今後は、さらに組

織的な協力体勢を作る必要があることを惑じた O

なお、火山灰震が厚く堆摂している本地域は、遺跡の発掘を行うために、非常な労力を要するであろ

9-



うがも少なくとも休場層までE できれば第盟スコリア層までの先土器時代の発掘を期待したい。

の発搬は、発掘後遺跡が完全に破壊される場合が多い様である)。

Iま

また、火山灰の降下lこよって住居を放棄したと考えられる遺跡が数多く認められた O このようなこと

も こり得る であり、火山 の には充分の が必要であると考える O

2 本文に引用した語.P.年代美
(* BP年代は 1950年を基準とする〉

地 恩 産 地 年代(年前) 試 料 測定番号 注

1 ) 砂沢スコザア潜
夜下腐綴溜

小山町、大御神 2，880土140 腐綴欝 Gak-6340 泉ほか 1977

2 ) カワゴ王子火砕流 中伊草箆I 2，830土120 木 炭 鮫島 1966 

3 ) 
富士黒土鱒

小山町、大御棒 5，830ごと 130 ヒュ ミン G故山 6523 泉ほか 1977
上部腐綴摺

4) 
護士熟ごた鱒

下部勝機層
M 8，050土180 腐植酸 Gak-6821 11 

5) 休場遺跡(休場鰐) 愛鷹山東南麓 14，300土700 木 炭 Gak -604 杉原.IJ、野1965

10，600土650 黒鰻お
(ブ

鈴木 1975 
ツ6 ) 11 11 

FT-80M8--1 11，100 700 11 11 11 

FT-202M8--1 

7) 大淵丸火溶岩下位
富士市

1，750士70 木 炭 静大 (1) 静大
大富士七ゴルフ場

津屋 1971 
8) 大沢火砕流-2 上弁出林道大沢 3，040土50 * 炭 静大 (9) 大沢スコりアの

下位

大沢溺状地
岩鋳・町田 1962

9) 大沢火鉢流 3 2，490:t70 木 炭 。ak-134、135 大沢スコリアの
溺I良部

上位

AT腐毒患の火砕流
護士山箆士宮二

10) 合問 筏荒沢坑 21，220士950 木 炭 Gak -255' 津屋 1962
機積物r:t

内

11) 手議選鉢震とお遺構， 大石考 • 3，270土175 木 炭 N -1136 江坂 1975

12 ) H 11 4，390土200 木 炭 N 1134 11 

13) 11 H 4，41.0土230 木 炭 N 1135 11 

引用文献 Gak 学習院、木越による N口理科学研究所

ローム団研グループ: グ〉ローム (1969) .第四紀研究 8 (1) P 10"-'210 

員 日 ( 1970 ) ・沼

(1971) .駿東郡長泉町。

(1975) ・沼

( 1975) 

(1976) 

平畦遺跡・ (1976)

O 

泉町。

町田洋:火山灰は語る・ (1977)

沖積世ローム層・ (1977) ・第四紀研究 16(2) P87"-'900 

日本第四紀学会編:日本の第四紀研究・ (1977) ・東大出版会。

の自然・(1977) 

員会:滝戸遺跡発掘調査概報・ ( 1977 ) 

御殿場市教育委員会:永原追分遺跡・ ( 1977) ・御殿場市。
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